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『青1)瀬名南遺跡発掘調究報作者jを発行することができ、たいへん長

ばしく思います。本報告書は、F成 11年度に実施しました部瀬名!有泣跡、の

緊急発掘調査の成果をまとめたものであります。 発掘調査は市道Î31~ì知名

様改良事業に伴うもので、名護市建設部建設謀からの依頼により、 4〆I護

市教育委員会社会教育課文化財係が分任事業として実施致しました。

近年、本 dTにお きましては公共事業に伴う発掘調交が増加しており 、

平成 10年度から継続中である大立原貝塚、、IZJ瓦10年度の古IS瀬名貝塚、そ

して今回の部瀬名市遺跡発掘調査と続いております。なかでも屋我地の

大笠原貝塚の発掘調査は県内外の考古学関係者に大きな関心を寄せて戴

いています。そのため、 2001午(平成 13年)7月には沖縄考古学会が本 

rliのほ技地支所において開俄され、研究発去とともに大立原貝塚の調査

内科を紺介することができました。

今後も大堂原!!塚と屋音rsntrw原貝塚の発J掘調査が実施されますが、調

査体il;IJの強化をは|るとともに、地肢の皆様にはより一層のご理解とご協 

)Jをお願い中し 1:げます。 

ilk後になりますが、部瀬名南追跡、の発掘調査および、版告書の作成にご

協)J戴いた関係各位の皆様、 ならびに2 ∞l年度のirjl縄考古学会開催にご

尽)Jくださったギ務局の皆様に探く感謝Ijlし上げるとともに、本件が文

化財愛護思想、の向揚はもとより地域の歴史学宵、研究等多くの万々に活

用される ことを願い、発干IJのあいさつといたします。

、r"':Jocl4年3月

才lii安r!i教育委μ会

教ff長 山里全用



例日�  

1 .本報作l!?は2(別 年から2∞ 干成12年度)にかけ実施した庁IS瀬名[}.j ぶせなみなみいせき)l年 ( '遺跡 (


の発掘調査の内容を記録したものである。
 

2.発tJnla周作は� 11行道 ・音15i!特!名線道路改良事業」に1'i<.うもので、名設市住設部� (名設r!i長 岸本地リJ)

より依頼を受け、名護市教ff委只会� (教育長 山里全用 ) が~施した。 

3.発掘調任は干成12年IO rJ2Uから平成13年3)J 911まで、行った。� 

4.本書に掲載した地形図は、� l:lil-t地理院発行l (XX) β5βO. 地形図と付制役所発行のl ，側 、1/10，側 地形

図を使川 した。� 

5.発掘調査および資料整理にあたり 、下記の方々の指導 ・助言を鋭いた。記して謝立を表します。� 

k 待 :ヒ原静�  (?'純同際大学)Ij


7if城弘樹� (今川仁村教育委ii会)


有賀�  :神谷f7HH (iljl純県立博物館)


等学校)1j11県立石川?rHIU(J大城逸印� 

6.各阜の執乍は� F記のように分担した。� 

11'宗摂禎� (第� I市~第W章、第VI章)'
新城 市也� (第V71) 

7.発掘調査において得られたIJ¥土造物および実測岡 ・写真等の記録は、すべて1，設市教育委員会社会

教育課文化財-係の資料室にて保行している。� 

8.発拍!調1fおよび資料整理の訴iJ1f体制については、第� I章第2節に記している。
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第� I章 調査に至る経緯

第l節調査に至る経緯

平成10年度名護市建設部により非瀬地内において、rI1迫 ・古I)j前i名i娘道路改良工事区域における}!jlj?，X

文化財等の有慨を雌認する照会がなされた。これを受け名護市教育委員会は、、y成日年度� (1999年)6 

)iに埋蔵文化財等の確認を行う試掘調査を実施する。 ところが、� r2C削年九州� .~III縄サミット」の開催

にあたり、会場の古[)瀬名 IUII' に|緯岐する 1~i.J迫 58 号 ・ 部瀬名線道路線形改良事業が計附され、急越同道部

分も併せて試掘調査を行うこととなった。

約五11年6月8日から実施した試揃!調査は、当初国道部分における周知lの遺跡である部瀬名貝塚の範

|用を雌認するこ とを日的としていたが、上記の理lJUによ りrl1道部分も{井せて行った結果、新たに出版

文化財の包蔵地が確認された。新たに発見された埋蔵文化財包蔵地は、周知iの;遺跡である部瀬名貝塚

とは遺跡の広がりとしての連続性がなく 、出土する資料� (上持)の年代が呉なることから新発見の追

跡であることカ'li，(~認された。

翌 12年の5月15日から6)15円にかけては、平成11年度に試制調査を行えなかった部瀬名原1906・� 

1907・1908寄の谷間部分を中心に6地点で調査を行ったが、月政文化財� (土持や片矧等)は雌認されな

かった。

第2節 調査体制j

発掘調査� (平成12年度)から資料整理および報告書の刊行� (平成13年度)まで、下記の体制で実施

した。

調査主体 ・・・・� 1，設市教育委.w会

調査総t:fr....名護市教育委員会教育長 山里全月1

調査責任者 ・・・・ 社会教育謀長 平良芳一(平成12年度)

上地主子
 

総務支任者� - -文化財係長 島福善弘
 

総 務 ・ • i.度口桁�  (平成12年度)


岸本久美� (平成12年度)

比五五文子
 

調査員 ・・ -仲宗根禎 
  

調管制I助只A. -新城市也、赤嶺信哉� (平成13年度)


調査補助員B. ・仲村美代子、平 貢、大城洋平 
  

谷祐子111ネ--資料整理員� 

発掘作業員 ・. ・稲棋雌J.)J、伊藤 文、岸本� j降、%以太郎、平良品也、平良幸りj

:1手fi

比嘉菩助、比嘉厚夫、� 111城キヨ子、� 111減:iE flIJ、底部1火、喜屋武敏治1' 1

和田泰明、近村安如、港川和哉、市川和弘、友利盟、文谷剛� 

供四作業lJ. .津波米子、肝口 忠� 

- 3ー
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第 E章位置と環境

第l節名護市の位置

(1名護市は付1縄本島の北部に所夜し、那覇から北に約64kmの距離にある。 1970年 昭和何年)に名護

町 ・ 屋書I~村 ・ 羽地村 . Jt1:我地村 ・久志村の IIIIT4村が合併し1，護市が誕作.した。名護市の総I市稲は 

210.21krriを有し、その約ω%は山林が山めている。才I護岳  (際日345.2m)を'IJ心に北に多野岳 (383.2m)、

南に辺野市岳 ・久志岳と山々が速なるため、名護岳一帯は起伏の大き い丘陵地で構成されている。市

街地及び集落はこれらの山地を避け、名護湾沿岸地域と羽地内海地域、 太、F洋に而した点海岸地域に

分けることができる。才l m 「カネク」と称され護市における遺跡、の立地状況も 同線であり 、海に 1した

る浜提や低地にその多くが分布している。

第2節 部瀬名南遺跡の位置と環境

部市!名南遺跡は、i'l'純 (1動車道許111インターから南西に約2km、告瀬集格の問側に位i丘する。国道58 

11]が突出しており 、海中展望塔や大型リゾートホテルが立地して111号線を挟んだ遺跡の北側には部瀬名 

i1

いる。また、仰の突端には2(別年九州・沖縄サミ ットの会場・となった万匡l津梁館がある。

岬の先端は先新第三系の千枚岩類および第四系の段E堆積物からなり、 立高標高は33.7mで、ある。岬 

塚H後期の遺跡である部瀬名代純貝塚時l'~rからなる海岸低地がひろがり、JiiFi)積層(砂 11の基部にはが

が位置する。音 

後背出地に立地している。 

瀬名南遺跡は、その部瀬名貝塚の南側約 120mに位置し、背後には山地の急斜面が迫る1)

5-
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第田章調 査 経過

平成11年度� (1999年度) 

‘ I~成 1 0年度、1'，誰 dï建設部建設課により名護市長瀬地内において市道部瀬名線道路改良工官|ベ域に

おける尽蔵文化H十字のイ1・無:を確認する紹介がなされたことにより、平成11年度� (1999年)6)J'こず1設ili

教行委I1会が担11主文化!日-? 調子t 旧年九州-2α1を実施することとなった。ところが、liIWJli?;の確沼を行う 

ilj'純サミ ッ ト」の開催にあたり、会場の高1)瀬:r， III~l に隣峻する Flil ills8 号棋の庁!日朝才l線道断線形改良・J ~業

が，-111岨され、念、j盛 lill}fI;分も併せて試制調査を行うこととなった《「五� 

予定地内において埋蔵文化JjL¥jにわたり'点施された試制調査の結果、両了11 Jヶ)l)Jから約6年11子成� 

その後、本発財閥任の対象は市道部分から1

塚の発tJaJ調ftを行うこととなる。

平成12年度� (2000年度) 

111・が確認された 1- d!瀬:rdl)年度は11道部分に移り、千成"-

iPIi瀬名 r~遺跡の本発掃調査は、1L成 1 2.1ド ( 2(削年 ) 5までの約3J-l911)イドl∞2(年13から干成10)J211

ヶ月1I¥jにわたり実施された。制1t対象地.tJ!Xはサミット� |井JiIi~にあたり、駐車場として利用されたため、

約1mのl;'さで造成されており、その部分をパックホーによる除去作業を行った後、遺跡の|判官!I斜|市下Ji J

を流れる小川のiit LiJ<

17

の銅矢板を設置した。その後、8m(こ IL;IJU乍が調査地に入り込むのを防ぐため� 

道路改良 T~iーのために20m l1lJ 隔で設;i"，':されている工事杭 ( No_2 .No.3)を基点lこ4mX4mを単位とする

グリットを設置した

調子tは鋼矢板を設抗した角の部分� (A・8-11~ 1 3 グリ ット ) から若手した。 |司グリ ッ卜 を干t~ll りによ

り tJ: l ! り Fげていくと、地点 úliから約 1.2m下のレベルから j i l l 4JIl l塚U .'f:代!日j WJの仁出が雌認された。 J! I!./I~

文化財の出上範11M を附与認するため、，Y，~1t.tlliを ~rMのC- II 、 D- II へと拡張し、北側へは8-14~ グリット

1-

1-

へと調資範11~を拡大 していったが、 j立跡の京 ・ : 6'17グリ北側へ行くに f，'É¥，、仁詩の山仁与iは減少し、� 8

・Eット、0 4グリ ット、� D-IIグリ ットでは-t慌の出上は雌I認されなかった。

平成13年度� (2001年度)

1:年佼は、協定，13千成� 

り11'，仁した資料を洗浄 ・注記� -接合を行った後、実j則作業をf干し、発掘調査の成果をまとめた報;今J?の

作成を行い、� i部j頓才llfIj立跡発[il調査全体の業務を完了する。

:(こ基づき4) : 調子正によ1:年度の発抗IItを締結した。本年度は、J;:に年間の党J111
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第7図 試掘調査出土資料� (部瀬名南遺跡範囲内8・9) 
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第 IV章層序と遺構

第l節層序

調査は第 Ilf1の'合:I二をパックホーにより除去した後、 ILI地点而iを形成していたと考えられる児悩色腐

机上!何より下thl!りによる調査を行った。その結果、 ド記の9枚の屑序を碓23した。本i立跡、での文化!刊は

第61刊 (縄文時代後WHII当)を主体とするが、それ以ドの府位における人仁ja物の有無を確認するため、

可能な限り品liりドげることに努めた。A-II . - ':hO. の深度まで掘り下げを行811グリ ットにおいて標，Sm

ったが、上(，~)"ぺ字の人TiH:物は縦認されず、調査の宏-令上第9府の線認までにとどまった。

基本層序 (土壌層位)

第 1J晋 : 表:1:1村 (存t)。駐 1ド場整備の際に搬入されたものであり、石灰冶や粘板岩片の際が多く

混入する 数j交にわたりリ泣き詰められているのが1i在認されるリ 

~12尼1: }.I.!:色!釘十1((仁!刊。|円地表I(IIを形成していた土!付であり、そこに生育していた刷物が米分解の

状態で恥航しているのが雌認できる。現代から近代にかけてのja物が，'IHする。:.

第3府 : 茶褐色 u音。耕作仁として撹乱を受けており、第21習との附界 (境界)は不明瞭である。 

IUJ:ul物は第2用と同様に現代から近代にかけてのもので、{H(かに検IUされた陶磁路)'，-はス

ンカンマカイと称されている低部産の磁器片や'在!長産の陶器片が見られる。

第4層 : 灰白色シルト質七回。 際の混入がほとんど見られない無造物!?九回 l京は5~ IOcmと漉く広

カfっている。 

~1S I晋 Jポ黄色シルト ff士情。 粘性のある tJ荷が主体となるが、 結;1火にあli板石川ーの礁が集 rl' して J佐

政している府位が存イEするため、第S aJ宵と第5blf1に細分される。第41押と同株に只類 ・人 E 

j立物を合まない府であるが、 C-IIグリ ットにおいては最下両 (6 !M1"(ヒ)より伊iti;:¥:上総の 

rJ縁部が山上した。

第61何 J五色砂!荷。 l'主も多くのL:(，~)IがIIJ 上した泣物包合!?号。 下位ノïlÎ'J に (îyの粒子がキf1 く、傑の混

人が多くなる。

第7府 11((以下品色砂!荷 上位の6 J世に類似するが、色調がfliyく褐色を呈し砂の粒子が更に組くなり、

際の出入が増える。

第81再 : 11:灰色砂陳情 粗い砂礁が主体であるが下位H ~J，;づか.;向にシルト貨の上が多く従人する 

らの人工j立物の出上はなし、。

第9屑 Jj~位j色シルト質粘土Jt:づ。

以 t、基本!哲1r;は t記に示したとおりであるが、現場での調任時に 11Mの符士を層序に合めず、2/i:1と 3 

l刊を撹乱停?として併せて取り扱ったため、資料整理後のJ長本J';1J子とズレが生じてしまった。そのため、

本線(lfi!?の末尾に 1t~載された nr点化学分析結果に現れる!刊 17-にもズレが中じているため、次(こ附 Jドの 

xJJ.[.j均係を IljJらかにする。 
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現場における調査時の層序 資料整理後の統一基本層序

第l庖:近代 -撹乱屑 ・・・・・・・ → 第 1I有-J史上府 (客上)

(!II点目的第2用 :.I ヒ!占褐色腐植ニ!再 

第3肘 :茶宇佐j色土層

第2照 :灰門色シルト質粘七府 ・ 第4層 :I天門色シルト1t:tVi上j晋

第3層 :以内色シルト質粘土l刊 ・ 第51晋 :I氏黄色シルト質村上府

第4用 :灰色細粒 -r!粒砂附・1= 第6/~マ : 灰色砂l胃

第5層 :怯j色 11 1粒 ~組粒砂肘 ・ 第7層 :以褐色砂層

第6層 :!?灰色粗粒砂!晋 第8府 ，'fJ:J(色砂際層

J天褐色シルト質粘土層・ 第9/~可 :fj:以悩色シルト1'í粘 tl臼

(6府下位キ!I当層)

第2節 遺構

今回の調査区内において確認された遺構は、 8-13グリットの第6府 (EL=22Ocm付近)から検出され

た集石造構1)去のみである。遺構が検出されたレベルでは、集石を構成している礁と同質の礁が散布し

ていたが、礁の密度が異なることや砂層が黒色を悦びていたため遺構として取り扱った。Jヒ丙万向に 

1'"
びていたと与えられるが、発制作業を進める |捺に制資|孟縁辺部を掘り下げ排水を行っていたためi立

構の-

!"I:

i}

内には肉H 図と破壊眼良で観察できる炭化物はなく上持の出士も数点と他の地区に比べ少なカか、つた。予面i

部分の断面図を記録したのち、集舶の半分の際を取り除くと礁の出上は減少していった。 断面倒から

離を合む以制色砂肘の落ち込みがよよられるため、人為的な掘り込みの可能'が考えられるが、遺構と

!)を破壊してしまった。集イ7は主に砂岩や千枚右から構成され砂l符は児色を帝びていが、迫

しての性質を判断できなかった 

- 12 -
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第V章 出土遺物

本ja-跡から出土した人工辿物は、主に第61日から検出された土器群が主体であり、� ?rjl純H塚時代前期

またはl高官瞥定結i年IVJ羽(縄文時代後期相当期)に属する資料と考えられる。その他に、旧地表面を

形成していた第2閉や耕作土の第3層からは、現代から近代にかけての|淘俄器片� (砥部、壷屋産)が僅

かに検出されたものの撹乱用であることから本節での掲載を省l附した。また、撹乱!百以下のj帝位にお

いて貝類の出土は皆無で、あるため、本節での報告は105点の士器資料と� l点の石器資料となる。

第l節 土器

今回の調査区において、第6層である灰色砂層を主体に純文時代後期に相当する高宮暫定編年W期� 

c缶百、� 1978)に属すると考えられる土慌が山上している。遺跡の南側� (丘陵地)から北側� (海岸部)

に向かうに従い、上保の出土詰は減少していく 。前述の第6明からのll¥土がほとんどであるが、第6 o/I

の層界に近い第51膏および第7層からも出土している。出土した土待を概観すると、無文の阿部片が多

T・イI数を占め、器形を窺える口縁音S

l状況は第-_lニIII時の二j

文資料は少泣である。そのため分類基準は文様に拠るものが大きし、。� 

表のとおり総数量1，298点であるが、集計作業にあったては20mmX20mm枠に収ま

る破片についてはカウントせず、それ以上の大きさの資料を集計の対象とした。そのため、集計され

た資料と未集計の資料の割合を把握する目的で重量比に換算した第2表の作成を試みた。それによると 、

1712出土土器の総丞泣15 6gのうち約85% ( g)が集計され

なかったことになる。

∞，� 

第1類土器 伊波式士器に比定される土得。

伊波式土器は、石川市イグ波貝塚出土の土器を標式とする。一般に深鉢JI~で、頚部から口縁部にか

，� 5 22789g)が集計され、残りの約J% (，� 

1)けて外反し、rI縁者� 

を半する平底の上保型式で、ある。Jl台土には石英 ・チャートなどを合む。

本遺跡、において伊波式土器と確認された資料は4点と少ない。細片資料であるため、器形による分

類は行えないが、文様により3種類に分けることができる。� 

I 相 lli形口縁部 I I~:下-に叉状工具による縦位区同i文を施し、 |豆 îalÎ内には問叉状T兵.による羽状文

は通常4つの山形突起をなす。全体形としてしl縁部が聞き底部がすぽまる朝顔形

2-を施すもの。(第13図1 ) 

17

13

H穂� : 叉:_ 第1剖31)¥:[具による横位の連点文を数条施すもの。( 31 )

皿粧� : 先端がhl日Zなtp_箆工具による棋捺刻文を横位に2条、� UJ形頂部下に2条認められるもの。(第� 

凶4)

第2類土器 荻立式土器に比定されるけ品。

荻掌式土器は、北中城村荻堂貝塚山土の:上一得を襟式とし、伊j皮式土保に後続する土器型式で、ある。

一般に深鉢形で、� LJ径は胴の最大径と同じか幾分小さく、口縁部がしまる傾向にある干底の土待であ

る。u縁の山形突起が:府:1犬に膨らむものと、抱状突起を持たない平|寸縁のものがある。� 

--




表� 1 土器出土状況一覧

層 1層� 2層� 3層� 4層� 5層
ク 序� 
1) 

部� 
‘7 

音B
口 』同 底 イ立 口

ド 縁 縁
位 音E 音E 音E 不

音B明� 

A-11 3 

8-11 3 

C-11 6 

0-11 

A-12 22 

8-12 11 

A・13 13 

B・13 11 

C-13 

A-14 

8-14 19 

C-14 16 

0・14 

E・14 

A・15 

8-15 2 12 12 

C-15 4 

8-16 2 2 2 

B・17

小計� 4 16 3 124 

合計 。。。。� 23 

6層� 7層� 8層� 9層

位部 昔日1同 底 口 目同 底 イ立 言十
縁

きE 昔日
不

宮E 音E 音E 不
明 明� 

22 25 

18 3 24 

6 

2 3 

137 4 9 2 175 

110 2 2 125 

64 77 

96 3 9 3 123 

35 36 

4 4 

225 6 250 

170 6 193 

2 4。� 
2 

148 177 

36 1 4 48 

12 19 

1082 18 29 3 12 
1292 

1253 16 。。
表2 重量比における集計資料の割合� 表� 3 部位別出土状況

85% 

(12，7899) 

部位男IJ 土器片数量 割合

口縁部� 131 10.13% 

胴部�  1110 1%85.9

底部�  21 1.62% 

不 明 �  30 2.32% 

口集計資料
表� 4 層別出土状況

口 未集計資料� 

層別 土器片数量 割合�  

5層� 23 1.78% 

6層� 1253 96.98% 

7層� 16 1.23% 

癌状突起の形態分類

これまでの調査・研究に拠ると荻堂式上器の焔状突起はおおむね以下の� 3種に分けることができる� 

(高官，� l980)。

①掛全体が円く膨らむもの。

②痛の外面が縦型の山部を形成するもの。

③痛の外面が縦長の平坦面をつくるもの。

本追跡、から山上 した荻堂式土器の:府状突起青I~ をよ記の 3程に当てはめると、 ①の「嬬全体が円 く膨ら

むものJ はみられない。②の「痛の外面が縦型の凹部を形成するもの」 には第 13図5~9が該当する。

さらに、③の「舗の外国が縦長の平坦面をつくるもの」には平坦面を持つという点において、第� 13図� 
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が該当すると思われるが、 打� Fの差異がみられる。そこで、10-- 、第212 1ま113-- 3査を捕状突起の肥� 

j手が先述しているものと、肥厚が弱いものに紺|分した 前者をa後者をbとし、さらに文係純を組み合

わせると下記のような分類になる。

芝陣� :捕の外国が縦型の凹部を形成するもの。
 

単箆工JL 3 5・
 

2)柏+述点文� (叉状33L)・---ml3|刈9

15 f.

JA ) 医1 1 8重+押 し引き文 ( ・・ 第� 

Lr厚が発達し、 外|自に、巴JJ包部の1制)(突:11a:③将� 

f34ia①羽手利ff.


3純b:if作印討 ￥ j珂 I をつくるもの。
~州1dj状突起古剖部|日lのIJ凹主Lがl弱 .lui3t 5 く、外ÚIÎ に、fZJI

3純b+J主点文� (叉状1:]1.) ， ~ 141~1 1 3 


守:極b+.'忠実IJ文� (叉1た仁n) .第141χ114
 

ミ 純b+中IJ交:文 ( 単箆こI~J ~. ) .第141ヌ115
 

第2類土器における文様分類

I極 点去IJ文� :口頭部外而に叉状工nを川い、横{立のl(去IJ文を数条施すもの。

第14図16は横{立のy忠実IJ文を4条、 問問17は2条施し下位は術文となる。同様に点去IJ文

を施す資料には同|災118--21があるが、細)，資料であるため.'.¥刻丈以� |ごの文総梢成につ

いては不明である。� 

E純� j主l，~文 : 叉:tJt-r具をmい、 u頭部外!日u三点主IJ を j主結させた連点文を数条施すもの。

第 1 5 図22から第 1 6 1ヌ143 にぶした資料は、口頭部に jιII~I:文を持つ資料である 。

多くの資料は細片であるが、 第 1 5閃33や第 16閃34の資料は第 l 文線':I~;，3こ条あるいは4

条の述点文を施し、その ドの第2文様47に鋸前文を力uえるという文係構成を示してい

l.loiをつくるもの。Jl

の文係構成が推察される。J級に「述点文+鋸向文IJカ、ら:1の胴部資事 Iiる 43第16図35--

回開� it線文� :叉状工具を旧い、横位に沈線を数条胞すもの。

第17図44--46はいずれの資料も細川ーであるため、� j尤級以下の文総構成については不

明である。� 

W純れjIし引き文 : ip-箆工共あるいは判ÞJdウ.:，~:状 11L をJfJ い、 箆を出Hriから離すことなく 1'l jI し引 きな

がら胞文するもの。 b・8文Hの柁~å'iにより a ' bに細分した。 

a iji.箆� I:J ( 7 -- 8l54~ 第1悶47 第1さ1) 

["1頭部に押し引き文を数条施すものであるが、Jl阿部資料から押し引き文の下に鉛

志向文を交差させ、述結した菱形文を加える文線構成が窺える その他に、第181主154は

押 し引き文の� F(こま+沈線を述続させる文様を施すものもある。� 

b'j'-.般竹竹状1て!L(第18凶56--58) 

第18図56は‘!と故竹管状仁只をJ1Jい等間隔に押し引き文を施すが、� lnJI刈57はbill文する� 

IJ[1の47文様2と第fi?文線l隔を変え第rgJ に庄内部分を持つ。� 

19

V位� ìt線+ rl ll'~日:文+鉛的文 (第 1 8凶59 -- 6 1 )

え状」二JlをI1 'H7 つの文械情を構成するものo 約1文様併はJし、たjIi1lbill文により3

え状工具により 1 5mmlDi後のìt線を横位に施し、 第2文結合7には表IJみをJFつ IIII'~~;文を!，，~

り付ける。 第3文相i，JiYには第 l文総fi? と Ir1J械の叉状工具を用いたìt線を針I~fi状に施す。 

--
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I:J帝文をもっ点が大きな特徴であるが、叉状;仁Hを用し、た施文と器形から判断し

本煩に含めた。

第3類土器 大山式土訴に比定される上待。

大山式土器は、宜野湾市大山に所在する大山貝尿i'H上の土器を様式とする。一般的に、単箆 l:具 

文または押し引き文を施す。1I捺実t*1lい口頭部に数条のjを月l-3:Jijt:;竹信llttや

I 位横捺表1I文 (第 1 9図62~64)

11日5m口頭部に 

数条施すもの。 

E椛押し引き文 (第 1 9凶69~ 70、第20図7 1 ~73) 

被捺表1I丈と同様の施文Hを刑い、箆を持}古iから出It:すことなく押し引きながら文織を

施すもの。 第 1 9図69~ 70、第20図7 1 ~ 73は3mm}ÌÍj後の単箆工具を)目い、第 1 9図70と第20図 

74は5mm前後の半故竹管状工具を旧い文様を施している。

田極爪形状刻文 (第20図75~79)

半故竹管状工具をさらに半放したような先端部が僅かに弧状をなす単箆工具を用い、

孤立的に表1I文を数条施すもの。頒例として久里原只坂 (1981)出土の土持が報告されて

いる。 

W穂車1I突文 (第20図80~ 82) 

Lji箆T兵を月]い仁|頭部に車1I突文を数条施すものG 純文JLの先端部の速いにより 三角

形状や円形の刻文が兄られる。 

V種凸術文 (第2 1 図83~89)

本視の上持は、前述の I ~ IV極に分類した単一文様を数条施し文様'市を構成する土

保群と機キ11を巽ーにするものである。本純の文様fIIi.JJIが大山式土器の型式概念に属する

のか疑問がないわけではないが、伊予庄村久1I!.原貝塚 (1981)山上の大山式に類似の資

本:i-カ可宇在する ことや、後述のJJ巴厚口縁の上器群とも税制1を兇にするこ とから第31洋V極 

I"、た刻J!.を月J文を持ち、その卜.下に数簡の施文-11';Uに止1)と一応の分類を行った。口頚古

文ゃ.jT'し引き文などを胞すものである。f

第2 1 1~183 と 84は |占l一個体と考えられる資料であり 、 5つの文様'H7カ苛i在認される。 第 l文

前後の単箆あるいは二|之被竹??jjttjl.をIfJい、水干方向に刻文を孤立的に

[1界再1 I様引は 

いた斜位 (右下がり ) の妥fl文を l 条。 第3文様，;i7は I~市:文上Lこ宗:1位 (左下がり ) の刻文。

第4文様帝は第2文様布:と同級の表fl文を2条胞し、第5文様イげには僅かであるが棋位の刻文

が見られる。 [lîJ図85~88の資本| も!日lii;;=文とその上下に;刈犬lJjLや ìji箆工H . 半故竹管状

工具など複数の施文具を用い、 五1I文や押し引き文を施す。|司凶 89は胴部資料であるが、

最下段の文株から本種に合まれるものと liJl折した o 

外1uiに宗:出': (イィ下がり ) の刻文。 第2文様I;;~;は先端l隔が4mmのN箆て共を月1
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第4類土器 室川式土器に比定される上器。

室川式土器は i】純市字仲宗根原、に所在する室川貝塚T-16.17地区出上の土器を標式とする。一般的'l

に平口縁 ・平底の襟鉢形をなす。室川式土器の最も大きな特徴は、口容部を肥厚させ|幅広く 形成す

る点にある。文様は口唇部および口頚部に単箆工具 ・半故竹管状工具などを用い、横捺刻文や点刻

文などを施す。

本釘!に属すると考えられる資料は、第21図90、第22図91に示した2点のみである。同図90の文様は

不明瞭で、あるが、頭部に叉状工具を用いた縦位の点刻文が認められ、第22図91も同様の施文具を用

いた杭位の押し引き文を2条施し、それを区画するかのように縦位にも押し引き文が見られる。

第5類土器 カヤウチパンタ式土器に比定される上器。

カヤウチパンタ式土器は、国頭村カヤウチパンタ貝塚出土の土器を標式とする。当初の型式概念

は植木鉢状に口縁部が肥厚する無文の土器で、あった (多手IIF日.1956)が、大山貝塚や室川貝塚等の出

土例により今日で、はイf文土保も包括し扱われている。昔話形は平口縁で帰りの55し、胴古ISをもっ平底の

深鉢形をなす。文織はJJr:1写した有段口縁部に施文されるのが一般的である。

本遺跡からは3点の口縁部資料が山土しており、第22図92 ~94に示した。 いずれの資料も肥厚した

有段口縁部に3状の刻文を施すが、摩耗によるためなのか同図94の資料のょっに肥厚の弱し、ものも見

られる。

その他の土器 (第22図95"""97、第23図98"""105)

ここで扱う資料は、前述の第 1mから第5矧の分野!に含まれない資料を一括して取り扱ったo 第22

区195は凸荷文を布し、その上位に単箆工具を用い沈線による鋸歯文を施す。鋸歯文は第2類にみられ

る特徴であるが、 第2額の却Jifお文が文様fi?の~主下段に施されるのに士、j し、 95は文様布:の上位に施され

ている。類似する資料として賀川・多和田の報告 (1959)に見ることができる。

第22図96・97は先端1隔15mmの単箆工具をmいた押 し引き文の上下lこ斜位の沈線を施す胴部資料で、あ

る 。 ~:i1例資料として久世胤貝塚出土の大山式よ器 (伊平屋村教育委員会編‘ 1 98 1 ) が挙げられるが、

小破片のため分類を保留とした。

第23図98~ 1 ∞は~文の口縁部資料である 。 同図98は胴音ISから口縁部にかけ器厚が一定し、 直に立

ち上がる資料で、ある。同図99は口縁部が肥厚し、同図 l∞は頭部がすぼまり口縁部が外反する無文資

料である。

同図 101 ~ 105は平lまあるいは丸みを持つ底部資料であるが、 第 l 煩~第5類のいずれに属するものな

のか不明である。 
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第2節 石器

今回の調任で出土したイI6;fは、磨行)1のl点のみである。第61留の集積逃惜の近くから/1'，ヒしたもの

であり、行1'1は砂岩である。正而飢からイ7側而と� /f側面上方に� n然而を残すが、その他のl簡は全体的

に研磨されている。 、制13.5cmのサイズは、長さ� 1)央部には浅く往んだ‘故打痕が残っている。残存主，t，� 

13.7c m、11さ8. 2cm、重量:1，515gをなす。(第23[:x1106)
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表 5-2 土器観察一覧

「 図版� I，，~~ I 一寸 主な混和材
| 番号� l分類 | 文様および器面調整� I鉱物・( 岩石片)

I i I 
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れる。 チャート� | 

芝貯� |外:に刈侵� 

ぉYR56 

|
第� 1 1 t イi英起起聞淘川停附カが州刊4図1川4 10YR7/4 

35YR4/1.

イ� 

Pし8・14 :3挿b同バこナデ仰向泌が比られる

iおあ~ 12~; 

55~95B-14
災状1:只を川い、� J江主'J文を施す.I外I，� ilィ7人l (jと� 
内.褐� 1 第6Jr1チャート� 

英

石

一

行

長

チヤ

U

突
川
悠

状

を

調

顕

文

は

引

制
川
一
制

n

白

矧
文
�
 

山
郡
川
バ
デ
�
 

刻
に
後

一
�
 
剣
モ

M
P
hu'hh

A
J
T

M
A

一

を
ナ
れ

す

具

玄

白

附

�

 

↑ 一

日
デは

ら

ぉ
�
 

工
面
恥

一

工
削
川

叶

州

�

 

川町

す

野

一

U

l

d

い

川

戚

瓜

仁

ナ

以

戸

川

日

箆

に

の

内

九

」コ
�
 

ド
位
、

-L
 

1

H
1
+
t

に
と

償

パ

一

川

悦

而

恨

償

引

説

償

減

h
 

腎部

似

た

山

中

た

外

山

た

咋

げ

い

が

カ
、

引

い

�

 

M
W

の
�
 ル

に
肘
寸

に，， 

内

一
外

内

h
q
J

t

p

t

褐

4

亦
」

ぶ

抗

い
RP MI

L

4

類

和

鎖

陸

図1
5

4

1

4

4

，
第
�
 3

m

 

筋2
手
�
 

に

2
い 5~1251C -14 


第� 6府
tr

一

-

掲

3

4

一
福

黄

3

3

一
赤
3

6

一
�
 6
4

4

6

m

m

R

一
い
�
 
4
 

ぷ

町
川
掲

H
H

n

4

R

R

-m川
一
叩
一
山P

図

引1
 

第t

i
」

2

ji
 

J
M
H
D
mH v
 

H

3

44

1

4

f
・
�
 

川
ぬ
ポ 出

�
 

-一
@川

山
山
一
川P
仏

を

刷

2

-

部

を

づ

一

ー
�
 

一一
�
 

第
�
 

一
�
 1
8
 

一

図
�
 

1
L M

-・
�
 

4

，
�
 

一

第
�
 

61
6 広第U

C 1
ll円以

.

司

，

川

一

川

卜

-

t

-
兆
訂
一

一

兆

行
K
1一

ヤ

一
行
長
ヤ
一
寸

一

行

長

ヤ

一

行
口
氏
ヤ

チ

一

一

点

刷

一

点

デ

が

-
y

n

v

L

こ
�
 

-
-

-

-

v

L

f
内
�
 

一

の
は・

-
ウ

川

・
ド の
ナ
偵川

�
 

間

t
F
f

dC

I

 

UE
S

P
H
r
--

H

μ
U
U
A
H
A
U

F
D

守
�
 r 回.

.a

チ 卜

兆

行

一

英

行

一

一

.h

m

u一-一一-
一
�
 

一 一-一 一- 一

い
内

l

l

-

.

.
 

一-
 一 一一一一一

u
n

に
げ
雌

、

y山
一
�
 

間J
i

チ

マ
一

Pi -7刊1
」 .

.
 

4

一-一
外

-

一
ぶ
ぽ

褐
次

一
掲
戊

掲

「

踏
む

一
に
ジ
亦

「
�
 亦
シ
亦

1

外

内

u
d
 

2

-

J

2

l
 

一

一
泌
が
瓜

れ

部

が

鮮

る

一

一
顕

文

並

ら

頭

文

不

れ

一

一
門
円
刻
刑
制
見
口
刻
く

ら

一

額

陸

額

陣

8

9

-
川
耐
在
�
 

一
を
外
開

一
を
�
 

一
目
円
。
�
 1

一
仁
川
円

一
仙
一
引
比

川
�
 洲
町

一
に

初

代

に

制

あ州
制
収
山

l

x
M
M

m

一一
�
 

別
府

M

開一
い
の
泌

一
日
副
担

俗
説

一
呉

。
デ

。

一
工
同
ナ

j

l
l

M
 

V
 

い
剖は

・縦・

l

府P
D第

6
 

4

一 - 一
点

し
礼

の
符
に

日

掲

「日

限

亦
�
 
2
ト亦� 
H
 

た
肝
が

4
1
l

m

lP -J

一一一-

門

-

第

」
�
 

-一
�
 

M
 

図1
9 内

チ一日� 

ーイ
一一
I't-であるが、災状工只を川いた償!なの 内外 :Is 85AJA
文が2条認められる.内外凶iにナデ調 石 英・長打
が.[..!.られる.

-十一一斗-

-1i.5YR3 ド� 

7.

:俗$'1.'

5YR34 

.;;}-ζ ， I仰 は刷℃日 ・ナデぷJfiを痕が}.!.られる� | チャート� |内:灰掲� 
1 5YR-I2 1 

1 

2類
災状J.:只を川い、点刻lを述紡させたえr人0.L文ー イi英� 

|外:にぷい黄掲� 

)'，・であるが、災状て只を flJいた倣はの 行� lG 
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表� 5・3 土器観察一覧

図 版
|分類 | 文椋および器面調整

|主 な混和材
器面の色調

番号� (鉱物・岩石片)I 

5---7 
内:赤褐

チャート
外面ともにナデ訓然泌が見られる.l|人

2.5YR~ 6 

打英� !外:時亦掲� 
第15図291第2rJi1x状仁只を川いた述点文が4条i:2.められる. 1 5YR33 5~6 1A l-

6肝第� 
i民石� 1， ~ 

チャート� |内:にぶい糊
目 5YR~ ~ 

Pし1 mともにナデ測情泌が礼られる。0-291rr極� 1，人]外1

1-'2 

外:占:掲� 

第15図30第2類� 
災状工具をJlIいた述点文が3条認められる.

5YR~ 6 

PL.10-30 日;随
は刷モ11'ナデ剥摂出 石英・長石 45---8 

内.亦掲� 
.

2.5YR~ 6 

一

第15図31第2rJi外出l師の磨滅が答lいが、!曜かに述Jfi文が� 1内外:orr;褐 
2条施されるのがよぢ 危い. 

行英・長石�  
~ 

5---7 
IOYR3 11治上は01められるPし10・31 ]H Jj 

述点文が3条施され るが、 2~ 1Iと 3条日の 行英� 

第15図32第2鷲i述点文はライ ンが〈� ずれ鋸向状をなす。胎 i主石 55~7|A 1
111::11婦 ・tは脆く、内外而同 ナデ調強痕が チャート


見られる。 千枚岩

Pし10-32 日種� 

第1:文段待は4条の述JfA文を施し、その下位 行英� 

第15図33第2智i の第2文様般に鋸i文を施すが、fJ.ll立的に� i主行 内外: 亦IOR~ (6 4.
Pし10・33 E種 施され連結しない IIhI二は脆く、内外岡と チャー卜 見2品'2I 

5"'-7 

もナデ調整泌が見� れる. 千枚岩l

第I文綴待は3条の述};'，(文を胞し、その下位
の第2文綴f!?に鋸i文を施すが、似合:的に� 石英

|内外:!H Itl第16図34?n2矧
胞され述結しない� Iftl1はIY 耐と 長打

IOYR3I 
7---8: i1く、内外l

PL.10-34 H種
Eもナデ調整や工只 よる制強痕・指l1tlfE痕� チャート


がよLられる。

一

i文と鋸術文の文段階� i
l戊をなす。図而仁ではJ江東IJ文に見えるが、 イ7英 外:黒筒� 

第2頴� l磁の点勿l文と比べ述点文的である 長石
IOR3 5-8 8 3 

ため本極に分期したo 外l函ともナデ調整 チャート� 
内:赤掲� 第6眉

}-¥-11 

第6回

C 14 
第6屑� 

3 
第6回� 

I .c:-l~ 
第6回� 

l，人
/6泌がんlられる. 5YR1

第15図ベ 第2駕i州工具を川いた述点文が2条認められる・| 
PL.9・25III楠 内外聞とも刷主fl・ナデぷtm痕が見られる ー

災状て只を恥
内外I師ともナデ説iji控泌が凡られる。

災状て只ーをmいた辿点文が4条認められる
内外1mともにナデ諸!?控泌が比られる。

石英・長石

メ:tJu.:nをmいた辿点文が4条認められる. 
イi英� 
1え石� 

イ{英

i去石� 

チャート
千枚岩� 

石英・長石� 

外:附!f.褐

5YR32 

1" ;5iR33 

外:時亦筒

| 2m
内:Iこぶい赤尚� 

2.5YR4/~ 

内:，~亦筒

/4 

外:掲� 

ï.5YR~ ~ 
，
!内:Itj� 
I 7.5YR43 

1外.I日
1A  

7.5YR2I' 

第6回

|7M1C14
tl16陪� 

兆
石

一

行
日
以
ヤチ

外:J).¥尚� 

5YR31 A 126---7 
内:にじこ乙Iぷ43 第6同

5YR14 

不明|僚であるが、叉状� r:，U，を川いたclfd.文
を2条施し、その下に鋸tlfr文が見られる.内
外国には届IJモn・ナデiIj説~登泌が見られ、内 
l偏に指頭圧痕がちiる.� 
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表� 5 -4 土器観察一覧� 

| 図版� oor' 主な混和材� 
器面の色調� 

器厚 |出土I 1"¥ !.L| 番号 |分類 | 文様および器面調整� (鉱物・岩石片) (mm) I地点� 

i外:黒褐� 
1 IOYR32 814

6~8!第16図37第2類メ状L只をJRいた連点文と鍬術文が施さ� 

PL.10・37 II極 れる. 内外而にはナデ凋~僚が見られる。

英
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6
長

ヤチ
第6府1内:黒褐� 

a
ト

7ふYR32

外:にぷい亦尚� 
第16図38 1 第2~íi 1災状� CHをmいた述点文と鍬的文が施さ

ナ� 
イ11良

.uには刷モl11M人，
5R4/.J 8-15

5~5.5 1iにナデ調書Z、れる.外l自� 民干[
第61凶

I?f:~~':.{ I
し10-38III;T]I|P 内:[明赤禍叩出が見られる。 チャート� 

2.5YR56 
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行
一

石
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IOR56 C-[3しない.ヒl立の文織が辿J点、文をなすのか不� 
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にはナヂ鵬痕が見られる. I 
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t
h
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英
石
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|第� 16図411第2類� 

411II極

外:黒掲災状L只ーによる鋸歯文が施される。lニ(をの� !
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英
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英
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英
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C-13
l第16図42第2額 5YR4.j 
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第16図d第2釘i点文が6'(11認され、そのドlこ2-30101の「ii箆工� |

P L.10・43 II種 共を川いた鋸歯状の文段が礼られる。内外
出.には胎f[; 口 ・ ナデ調ii~痕が凡られる. 

2.5YR5，6 

外:赤禍� 

/65YR4 A-125.5~7 1 
内.にぷい亦尚� 第6回

5YR4/.J 
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1 災状 [HをJTlいたlt沈線が2条認められる。 イ11延

第17図441
| 
第2類� 

/4 
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外而はrs滅が著しいが、|人llIIIにはハケ目� 5~7- 長石
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第17図45第2額� 
|:災状仁!J.:をmいた2cm以上の民沈線が3条
1 認めれれる。 内外 l煩とも ff~i械が符しいが、 

P L.11-45 皿桔 外1(liには{郁.かにナデ調官そが凡られる. 

I.5YR-I2 8-11
6~7 

内:黒褐� 第6肝
I.5YR32 

|内外:灰10Y41 

1.

第17図46i第2知� |川服であるがメ状工M 恥 た 沈線を�  ..:l'1~1 ，~ 
8・12 

1 JJ包す。 |人l外 1m とも磨滅が許 しく、 ~~ I侃の訊l 明黄掲� 4~7 
m61汗P L.11-46，血種� |控痕は不lリ

/6IOYR6

外崎占i掲先端恥iがが:J L.5mmの単箆[!J.を川いた押し
第17図47第2額引き文が3条認められる。外面は風化が� E 

A-13iイ[英� 
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土器観察一覧

文様および器面調整

第1:文傑拐には、先端制が約2n1lnの巾箆工� !t
をJllいたlfIlし引き文が5条胞され、その下
位にはよき形文と ，'j.えられる斜{立の文慌が
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主な混和材
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た鋸歯文を交iEさせたよをj彩文が見られる。� 長石

内:BJJ赤間
チャート.1面にナデ，iJIl干しいが、外J恥械がl而ともl外l人l

2.5YR56古里泌が残る。

先端幅が約L5mmのIji.箆に只をJflいたJ1I'し
第17図51第2:li!i引き文が3条認められ.その下位に菱形文

Pし11・51 IV紐a を胞す。外I飼は府滅がげしいが、内l而には
刷主 1 1 ・ ナデ訓~~痕が見られる. 1 

先端制が約L5mmの'11箆_[.Q，を丹]いた押しj
第17図52第2宮iづ|き文が2条認められ、その下位に姿形文ー

PL.11-52 IV栂a を絡す。外商は!符減が符しいが、内面には
ナデ訓'!í'~痕が見られる 

I 第2知 t 2nmn 口以山山L 1制山拘州嗣耐附が州仰仰川川却加自川箆Mほ凶川を剖引Jl…別仰仙仙川約仰仙仙仰|第1 7図~~ | き文Mカが~2条矧認められその川柳文が 
PL 1-53IVMla1，'kされる.内外而ともJ!Ji.¥(ヒが 泊1. ' :しい。.

行英� 

長石� 
チャート� 

石英� 

長石� 
~ 'W 

チャート
I 

‘� 

石英・長石� 

外:黒

IOYR~ 1 


l 5""6.5
|内:亦陥
|
1 ~.5YR..J 6 

1外:黒禍

i
1 

7.5YR32 
l 6""7I内:明赤禍
|
1 5YR56 

3/

内外� :11尚� 8-13 
IOYR 2 6""6.5I

第6Je1 

l外'ぷ掲先端恥iが約2mmの'ji.箆工只を用いた抑し引
第18図54第2知� き文が2条認められる.その下位に先端部

英
石
一

行

長

ヤチ
�
 

5YR..J6 8-11 
5""6

PL11・� 第6府54 [ が尖った工具をJllい、料位の抗;線を施す.V純a 1内に日い亦掲t
p
 

t
p

英
石
一

行
一
段
ヤチ

5YR56 

外I而にはナデ淵鐙泌が見られる。� 5YR.J.J 

1-.
線のド位に I~-箆仁 lL を川いた縦位の不t，jíl

oic54の文織梢1&に
第18図55

1
抑制�  7 


PL.11-55[¥'樋a? いなむt線が施される.外� 1Mには僅かにナデ� 
J¥J鐙痕が見られるが、|人I1fljは胤化が符しい

ート→� 

/2 

他の資料に比べ、� 1IUffllの外反が強い� 11
顕部に、ド殻竹管状仁� ttを月iいた押 し引き

外:黒掲� 

文が5条認められる。J!f~\化が正しいが、外 IÚÎ 行英・長打� l 
IOYR31 

にはナデ、内面には刷色� 11，ナデ剥鐙1fJ.が� l |内.県出� 

比られる。 I IOYR3

下Il~竹管状工具を川いた押し引き文が3条
1必められるが、 i条 -と2条日の問にスベー 石英� |外.にぷい黄褐

11
IOYR.J3 8-15I第18図57第2tri

長石� 6.5""8スを設けている.外l市にはナデ調整桜が比� l 昨� J

抗6JMPL.11-57 rvl!Tib られるが、内面iは風化が皆しい。� |内:Iこぶ】-1
チャート� | 

1111壬=l5.0c . I 5YR.J.J 
ft掲

ll1

I .l:u1257と同級の押しづ|さ文が1:条認められ、| 1外:褐� 

第18図581第2矧 |ド位にスペースを持つとみられることや、� | IOYR.J/..J 
Pし11- IV 断ii 6i5厚などからI 休の可能性あり� J イ7英・長行581 締bl 自観・ dl .0.¥1 内:掲� 

!内外耐とも風化が符しい. 7.5YR.J..j 

一一一一一一一一一一+ー
文織は rr.t線 ・ 釘lみ，n，~;~ ・ 鍬白状の沈線j の3 外:灰黄悔

第18図59第2;駅 つの文線裕からh育成される.第l文段mと� 
石英

長石
PL.12・59'V防 筋3文保持?はメ状T只を!日いて鈍される. 

チャートl内外l耐に制モ[1・ナデ，J，¥J'lii浪が見られる. い瓜押� 

a
p
 

8・15 
5""95.

第6眉� 

|外JM
l内:酬

英
行
一

行

長

チヤ

第18 1外的l|人と同級。59己J.文:係構成は仁2t!1第601図� に帰'J毛� 11， 1-C 5 
5""9 

第6層PL.12-601v極 ナデ調整痕が見られる. 

5YR56 
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表� 5・6 土器観察一覧

図版 主な混和材 器厚 出土� 

番号
分類 文様および器面調整

(鉱物・岩石片)
器面の色調

(mm) 地点� 
ーー一目ーー一 一ー寸 」

外:黒掲
英
�
 
.わ
一 ト

'

石
日
以
ヤチ

B 15第18図61 m2~i 文係椛成は lニ ~è59 ・ 60 と 1，，1 係。 内外l白i とも 
PL.12・61 V 踊 風化が百しいが、ハケrl訓整lUが比られる.

IOYR3 1 
5-8.5 

|内:仁川掲� 首16附
IOYR..J 3 

斗←一一一一一一� 
外:黒筒IOYR..Jハ~l | e |光幻川J { i ~ 

第1叩9図6 1 節3~瓜11 1 封;
1"， : j¥ 訓挫1IJ1::11にはr(II条施される。内外3文が1':'1 ""'， | にぶい掲色� i.5i'R5i4臼2

長打
PL.12-621 I純 |泌が顕片:に見られる。

チャート
|内:明赤褐
 

5YR56 


仁，lc62と問機の文織を施す.I人l外IllIともI!fa 行英
外:亦筒� 

第19図63第3額 5YR..J 6 _ _ _ A 12 
化が符しいが、内面.に局IJモ1-1調整泌がはら� 長打 5.

P L.12・63 r純れる.
チャート 1内にぶい柑

5""7 
第� 6府� 

品'R..J..J 

」一一一→一一」一一一 ー-4--ーー・ーーーーー� 

外・亦掲� 
I --l 

英
行
一

.h
H以
ヤチ

第19図64第� 3如 先端制ががJ5mmの� 'ii箆工只を川いた倣僚主lJ
5YR..J 8 A-13

文が� :3条施されるが、内外的iとも風化が符� 5.5""7.5 
第� 6附内.明亦褐PL.12-64 1fl[[ しl¥. 

L
r
 

「一一一一一ーーーァーーー← ー 一一一一一一一一 一一一「一ー一一一ー一一� 

外:暗亦褐� 「一「� 
5YR56 

I 抑f~~IJ 文が3条認められる。 内外 l飼 とも凶 行持I-=-..，...r.:iI円r-l第� 
1r't¥:1"'¥':，，:-'19図65m3凱� ||三 ' l化カ惜 しいが、 外耐に刷毛� f1.測弛泌が凡らTT7 

Ipし12・651 [f![[ Itlる。� 

5YR3t3 5~7 |A-l2 
内・亦掲� 第� 6府I 長イ7 

チャート
5YR46 

外:灰掲� 
英1

 8〈
，

吋

一
チ

.h
1
P
 

7
f
i
t
-

第19図66m3ti J11'係勿l文が2条』認められる。内外� IOIにナデ� 

在痕が見られる.J1ぷ，� 純PL.12-66 1
i.5YR52 A-12

6-8
内・にぷ� l¥黄掲� 第6府

IOYR5..J 

外.明亦褐

'

英
行
一 ト・

英
行
一 ト・

行

民

ヤチ
�
 

石

長

ヤ
チ

第19図67 第3f~'i
5mm耐の 'Ií.箆工uを用いた険総釘J)(が:3~
:aめられる。内外� l飼とも風化が符しいが.� 

Pし12-67 [純 i位かに結IJ1::IJ ・ ナデ調'!i'~痕が見られる

日'R56 I A 12自� 

内・にぷ:判� 
:5-7.5 

第� 6府il 

7ふi'R5..J 
ーー一一Lー ・←一一一一ーーゐ一一ー一一「ー� I 

l先端fhlalががJ5mmのlji箆� E只を川いた検僚主IJ
第19図68m:3tl: にぷい褐� i.日'R5..J 1"" 

15.5""7.
A1 .，，，

51""1第6附� 

-12 :l:文が2条認められる。外的Iはナデ、内� 1(IIには
'"1"

i-:30101幅の� ijl箆� T只を用いたJ11し引き文が� :3
行捉 外:にぶい持q~ 

'-15YR5{長'第19図69 ti13tri 条施される.外� l而には刷1::-11・ナデぷM1白出� 
チャー ト 内:明黄惜� 

!8-l4
6""7 I 

計6J|第しい}干而は風化がr"Jが見られるが.口組13-69L.P
千枚� FJ IOYR66 

ーー「一ーー 一一寸一一→� 

内・明赤掲Pし12・68 I柿 ;刷� U-J訓的良が見られる。� 

5i'R56L一一|� | 

外亦絢� 

第19図70 第:3 '~i
4mm似の‘!主俄竹管状仁� Hを川いたJ1j1し引き
文が2~主総される。 外l而に刷1::11・ナデ凋� fE 

PL.13・70 口組 依が見られるが、内IOIは風化が笹しい

英
行
一ト

行

長

ヤチ

5YR..J 6 j¥・12 

内.黒掲� 6""8 
m6府

IOYR3 2 
トー一一ー一一一一→ー一一ーーーす一 一一ナー� 

第20図71第� 3知!
:3mm耐の下俄竹管状工只をmいた押しづ|き 石英� 内外:掲� 

!文が� 4条認められる。lλl外耐とも風化が庁� 
C-l4 I 
第61何| 

I.;'，:::.:
IJ千枚� 

~-----f ---→ 

t
h
l
 

i之行 8----8.5日
i.5YR~ ..JPL.13-71 日傾 !しい. 

CI--:3んい1--:3mn訓初川1初知川mn山H 

1 第20図?~ I 第3知 1 条泌められ、内外面にはナデ湖悦泌が凡ら 
PL.13・721 11純れる。� 

|外にぷい州
良
行
一

行

長

ヤチ

5YR..J ..J 6~658 14i 
第� 6府� 1|内問� 

I.5YR-I..J 
ーー・ー・圃ーー国司副司ー・ーム
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表� 5・7 土器観察一覧

図版
分類

番号

第20図73第3額

Pし13・73 日随

第20図74知3鎖
Pし13・74 日極

第20図75第
-

3傾
悔

PL.13・75 田種

第20図76第3額
Pし13-761rrr樋

第20図77第3知
Pし13・77 班樋

第20図78第3:煩� 

Pし13・78 m種

文様および器面調整� 

3mm幅の単箆工具.をmいた押し引き文が4
条みとめられるが.3条 n と 4~ ll の 11111崩が
広くなる。内外国には刷モ n . ナデ訓~~~泌
が見られる。

4mm幅の、ド~竹管状主只.を則いた tll l しづ|き 
文が3条認められる。内外l(iiにナァ訓盤似
が見られる。

先端部が僅かに弧状をなす1]1箆工只ーをm
いた刻文が3条認められる。内外前lにはナ
デ調整痕が見られる・� 

E 

， 

上記75と同様の施文只を川いるため、� JI¥J移
状の刻文をなす.支IJ文は3条施され、内外1而
にはナデ調整痕が見られる.

爪形状の刻文が3条施され、外l布には刷主� 11. 
ナデ訓盤痕が見られるが、内1mは風化が行
しい。

m形状のT，lJ文が1:条認められるが、施文が� 
~j~ く不明眼。内外 I蔚にはナァJlJj副長が比り
れる. 

主な混和材

(鉱物 岩石片)I 苔苔出JVJE.量用� 

石英� 

長石

チャート� 

石英

長石

チャート� 

行英

長石| チャート� 

石英� 

長石

チャート� 

石英

長石

チャート� 

石英・長石

外-にぷll1f掲 

-1-I2.5YR
内:P3'亦掲 

5YR3/4 

外:にぷい亦尚� 

5YR4/3 
内:にぶい褐

7.5YR5/-I 

内外:黒掲� 

IOYR3.I 

6.

|外:明赤岡

5YR5
内:にぷい赤褐

5YR44 

外:掲� 

7.5YR4/-I 
内:赤掲

5YR4/6 

/4 
外:にぷい亦掲� 

5YR5
内:にぷい赤掲

(mm) 地点

C-L4
5"-'6 

賞~6間 

8-12 
7"'8 

第6府� 

C-14 
5.5"'6.5 第6閉� 

. 
B-12

7"-'8 
第6閉� 

A-L2 
7.5"'9 

穿~61百 

B-16
6"'7 

第6層� 
5YR -1-I 

第� 20図79第� 3額
PL1m lE種

JI\形状の主IJ文が 2~長認められるものの、 78
と同線に施文が弱く不明版。内外� l耐ともナ

デ継痕が見られる・

石英

長石� 

チャート

外:暗掲

7.5YR33 
7 

第� 6閉� 
千枚岩� 

先端部の尖った� II1箆E誌をmいた来IJ矢文 石英

-15YR3 

内外:!こぶい黄禍 B-14第20図80宮13知 が4条胞される。外而はナデ、内l而には1l¥� と(1) 長石� 8"'9IOYR4/3Pし13・80 TV干lfi 第6厨11・ナデ調書き痕が，CLられる。 チャー ト

4突文が1)いた中JIIと同憾の施文具を80上記ー日

男 20図81第3類 条認められ、内外!而ともナァぷl!!良泌がはり
PL.13-811rv随 |れる・

目

|判突文が3条認めら
第20図82第3ml

施文只を川

石英

長石

チャート� 

..ー

長石� 

外:Ilfj褐

7.5YR56 
内:時間

IOYR33 

外:仁ぷい首筒

IOYR5 

C-14 
6"'9 

第6層� 

6.5"'7
内:i ~黄司，-、司炉.ー‘・・� ，......ー‘且孟".、“~， 曹.司・，回� 

一一ト一一

I詳箆L具を用い、数純の主IJ文を施す01"バ41 石英
第21図83第3額 文を含め5つの文慌併が認められる。内外 長行
Pし14・83 V純� u'iiにはナデi澗盤痕が見られる. チャート� 

石英
文係構成、日告 j彩、~Jiïから i二記83 と I ， ;J -個

第21図84第3額 {本と考えられる。外而はナテ:，0.~払|人l!偏に

、-、"..'..‘ー・司』匹圃・，唱 包

¥1 

ぷ主‘守� 2ふYi-l

外灰褐� 

I.5YR-I/2 
内:掲

7.5YR-I/3 

外・にぷい黄禍

6"'7 

6"'7 

B-14 

第6厨� 

長石� IOYR5/3 B-14 
Pし14・84 V磁 チャート 内:にぷい尚 第6同は局IJ毛日 ・ナデ，淵滋泌が見られる.

千枚岩� 7.5YR5/3 
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表� 5・8 土器観察一覧

図版� 
分類

| 
文様および器面調整

主な混和材� 
器面の色調

器厚 出土� 
番号 (鉱物・岩石片) (mm) 地点

一寸外;灰掲� 
-" 一寸--「� 

第21図85第� 3m i I.5i'R.J 2 5~5B-14 
¥・PL.14-85 

， 
回v ~M村:灰褐1チャート

東IJみ山術文の上 Fに災状じ ~tを川いた ..'.t.t
・ナデ凋常111::IJ刻が認められる。内耐に局 l

樋 |泌が見られる。

石 英

長イ

千枚岩 5i'R52i.

| ー 釘lみ凸術文の上下に下位竹符状T.HをJlJ

英

行

一

出

一
英

石

一一凶

行
長
ヤ
可
一
石
長
ヤ
リ
ー

チ

-

チ

『

|内外 :褐 
L
r

・
�
 

i.5YR .J/3 

|外:褐� 

1 i.5¥・R.J3第21図871節3紅i いた� jljIし引き文が認められる.内外� l自iとも� 4.5~8lA-14
2
h
!

88 3知 1:J287 I.5YR 3図21 A 14第 第 IriJ-いた押 し引き文が認められ、� と 長行 .J I -

1'.

トーー一一ー一一ー一・ーーーーーーー+� 

刻みI~t住文の土ドに半般竹n:状 rμを 11 1 石 英 外.掲� 

4""'8 1Pし14-88 V純 胴体と々えられる。内外而ともに刷 ~ II ' チャート� 内・にぷい掲� .第� 6層� 

R53?日!千枚岩1ナデ調控痕が見られる。|

1 1 綴併の以下段にこド俄竹n=状仁民を川い� | 外・にぶい#掲 
第21図891第:Hl'i 1た押し引き文が凡られることから、� ';21 3 145YR.Jf -
P'C14-89I~ÿ純 1 88・89の同 一間体と考えられる。 内外 IfJÎ には、 I 内:掲 

4.5""'7 1 m6陪

A

3.J，7ιYR

{_j英・長行

I・ナデ訓笠彼が見られる。11ご1111(11 

内:にぶい褐� 第61百，Pし14・87 V純 に刷モ� 11・ナデ調整痕が見られる.
7ふYR53

'ffitJQJEJ早し‘外反する.5/..状仁 μをJlJI 1外:にぷい亦椙1 11紘i
英
石
一

英
石
一

石

長

ヤ

行

長

ヤ

チ

チ

1
P
 

L
P
 

?己記;Mi
mv月五百� 322f27民、
 1 2ふYR.J.J 
内:ぶ褐� 

5YR.J6 -j二世� 
r
ウ

22.6cl11 

外:赤筒
ijElf，.t11縁部が外反し、災状� utを川いた抑

2
層第

�
 

B1
A
P
O

第22図91 2ふi'R.J6
第� 4額 n

u
しづ|き文が見られる.内外面の風化が抗:しく、 

内:赤褐PL1491 6刺殺痕不IVJ.II径=24.1cl1l
1 2ふYR.J8 

」ト
I II縁肥厚郎にIji箆工具を川いた主IJ文を3条

|第� 22図921 1 

1Pし14-92
!第5哲i}jI!!す.外凶� iはナデ、|人.jjIfiには刷1':11.ナデJj.lJ: 
1"1" "'"  I;i山 川る。� 1

英
石
一ト

行

長

ヤチ
�
 

|内外 :惜 C-14
6"'-'8 1 

第6/門| IOi'R.J，6 

I I I ア I にぷい亦裕~l 
5i'R4.j 

内:常利ー7 

2ふYR33 

外:iこぶい赤禍� 

2.5YR.J.J 

内:B.月黄褐� 

英
行
一

石

民

ヤチ -
h
i
 

I
P
 

6
同
川第b

 

ハ
四
， BJ

A
pf

 

H
d

い 第JA|

1- f iI条脆3文をIJに主1tim巴11紘IJ1::綴il.r.~93"'"図22|第� ' .;iJ 92と� I，� 
、Pし14-93抗5顕す。内外凶iにナ話調世痕が比られる。� I

英
石
一

石

民

ヤテ

第22図94
上，r292・9:3と同類の上掠であるが、 11紘部

第5官iの肥仰が弱い.外面は� IJ1滅・風化が汗しく.� 
PL.14-94 内� IflIにはナテ・調整痕が見られる� . 

IOYR68 

ド土一 一一一」� 

| | 川文日しそのよ位に I地[~~川
l 

日
外:陪褐� 

第22図95 ' :1:!~~~'.~~~~，:~~:.!.-jr"l~，，: ..:;;;:-1!-.:;;.. lOYR33 3141A1r.F~ .:~~~ ~~
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._

P L.1 9白5 1i1 ら刊悶� 内外州州州附耐向刈山l 
一

!作似文ル刷州胤部蹴資料札。1.5州 の押 し引き文のド 兆
|外:赤間

，
l

':;.rl~~.'J~ ~:~::'-:-
イi

).
第22図96，IU~ 

:JにナテIUJi外i紅� 

， 0111

~i不
_，

IY J I た長沈線を2条を施 し、 鋸的状文を構成する. 長行 �  い� 

PL.15-96 '''''
イミlリJIに，f:'fr
'' 痕が見られる。'''lji

01.1 ，'~ ~~'j.-::::I~;'~~~4.t'_v:.~::
t線を対林に施す。l'、

~ ~I:lit;Jr ~ 
~夜

~;:
長 f 
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チャート 内:鵡� 
5""'6

第
3
府
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表� 5-9 土器観察一覧

図版

番号
分類 文様 お よ び 器 面 調整

主 な 混 和 材

(鉱物・岩石片� ) 
器面の色調

器厚

(mm) 
出土

t也点

第� 22図� 97
PL.15-97

額不明

有文胴:m資料。1.5mm師の押し引き文の上
下に斜坑線を対称、に施す。内外而にナデ調
鐙痕が見られる。

行 英

長石� 

チャート

外:I現赤栴

2.5YR5/6 
内.亦

IOYR4/6 

4---5 
j.¥-12 

第� 61白� 

第� 23図� 98
PL.15-98

類不明
無文口縁部資料。� l|人 外而ともにナデ調紫、� 
倍以庄泌が見られる。

石 英

長石

チャート� 

外:にぷい褐

7目5YR5/3 
内:にぶい憧� 

7.5YR6/4 

5---6 
C-ll 
第� 7府

第� 23図� 99
Pし� 15・99

類不明
無文肥� !?n縁部資料。内外商にはナデ調整

痕が見られる。

石英

長石�  

チャート

内外 :にぷい筒� 

7.5YR54 
8"'"15 

C-15 
第� 6府

第� 23図� 100
PL.15-100

知1不明� 

円紘部が外反する無文上総� .IJq外而には刷
1己目・ナデ訊l整瓜および指以圧泌が見られる。

Llf歪=10.3cm。

行英

長石�  

チャート

外� '灰掲

7.5YR512 
内� :にぷい赤掲

'2..JIOYR 

5""'7 
8-14 

第� 6回� 

第� 23図� 101

Pし15-101
知不明

底 部

平成資料。外� IIlIにナデ凋笹浪ーが比られる。

底径� =4.3cll1。

u英

長 石�  

チャー卜

外:にぷい赤ぬ

5YR4/4 
内� :赤間

5YR4/6 

11.5---8 
8-13 
第� 6眉� 

第� 23図� 10

PL.15・102
2

底許I~
知不明 平底資料。 |人JI底而には 1~ 1 1毛日調整泌が顕苫

に見られる。底径� =7.2cll1。

石 英

長 石�  

チャート

外� .にぷい赤禍

2.5YR4/4 
内:亦褐

2.5YR4/4 

10""'12 
8-13 

第� 6府� 

第� 23図� 10
Pし15-103

3

底 部

~i不明 手!な資料。l人i底� 1mに刷在日調整痕が見られる。� 
!底径 =4.4CIn.

石 英

長 石

チャート� 

外にぶい亦掲
5YR4/..j 

内.褐� 

IOYR4/4 

6"'"LO 
C-14 

第� 6眉

第� 23図� 10
Pし15・104

4 不明

!ま日li
智i

)s;f苓=5.2cm。
イイ英

長石�  

チャート� 

内外:赤褐� 

2.5YR..J6 
10""'13 

8-13 
第� 6層

第� 23図� 10
PL.15-105 

5

底 部

類不明 底径が短く‘丸みを持つ。外而にはナデ訴l 
整痕が見られる。低径� =3.2CIn.

石 英

長 石

チャート� 

外:灰黄掲

IOYR..J/2 
内;にぶい赤褐� 

2.5YR..J3 

6.5""'12 
8-12 
第� 6層

等学校教諭)にlfii川i中純県立イuについては、大城迎則氏-(I))-)J'(i.鉱物(材11此手j「ヒなのrjl~':Ed<-時間伐~I 1※� 

jrrJJ.Eして炊いた。� 

※� 2 上保の色部jについては、 ド記の文献をJlJ¥，、|勾l以での;後日� IJを行った
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第16図 第2類 11 種土器 (34~43)
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第VI章 総括

今回の庁1)瀬名前itj;跡発il:rt iìJ~J1fは、 dï道 . i~ßi~[î名線道路改良事業に伴う緊急発掘調査として実施された

ものである。本i立跡は2C間 年に実施された部瀬名只塚� (国道部分)の調査に続き、翌年の2∞l年に調査

が行われたわけで、あるが、1999年に実施された部瀬名貝塚の範囲線認を� 11的とした試掘調査までは迫ー

跡としての存花カ可'伝恋されておらず、試tl:調査に|l: 祭して新たに発見された追跡である。

前l食区は丘陵地の耕:野 l二位 ir~ し 、 背後の谷川からは小I1 1 が流れているため、 調任区への流木を |坊ぐ

ための銅矢板の設前作業から開始した。その後、IJ日の客上部分を|徐去し、 旧地表面の2J許から手J掘り

による制作を進めた。 2J;;1 ・ 3明からは近 III~から現代にかけてのiii物が出上 したが、 J先乱を受けており jii;

物の山士数も僅かである ことから今回の報行では省111科した。造物包合!荷は6明をrl'心とし、51苦の下位、� 

7府の上位からも士持の，1''t 大山式土器が多数，� がみられた。6府を主体に検山された上総昨は、荻堂式・

を，
 

たは向宵宮定編年N期に位位づけられると考えられる。「第V章 出土ji物」ではできるだけ多くの円縁
i;

部および有文資料の掲載に努めた結果、� 105点の上器資料と石器l点の報告となった。本追跡の特徴と

して、土器以外の泣物が少ない点が挙げられる。石持は府Ti片l点のみであり 、通常これら人工造物 に

ともなうであろうH類の出上が全く見られなかった。その他に、� 61Vi以 下の肘枕において埋没林が検出� 

な報背につい11されたが、人仁造物でないことから同然科学分析を委託した。内然科学分析結果の詳細

ては「附市� I~I 然科学分析」に委ねるが、 w没林の樹極|百j定結以からはサキシマスオウノキ ・ サガリ

パナ ・ハマボウli日の3極知の広葉樹が確認されており、その他の分析結果も併せて当時-の追跡周辺の植

生 ・立地環境が推iWJされている。� 

追跡、(造物散布地を合む)を数えてい79跡を合めili瀬名市1)現在?"設市内における泣跡の総数は、氏

Liめ、少数派として伊波式 ・宅川式・カヤウチパンタ式士慌がみられることから沖縄只塚時代前期ま

ltる。そのほとんどがれl純貝塚時代後期からグスク時代 ・l 近i' 片琉球・ '1j1れ川沖� の遺跡で、あるのに対ーし、� 縦具塚中|ド� 

時代r一↑判「

つ たものが約20.1年ド三後の現在でで、 (はま9迫逃-跡t 11 していることになる。 今1111の部瀬名 I '~ili跡も 1979年から 1 98 1却 | 噌目力加加 

時の開発予定地を優先して行っ11年の分布調査では確認されなかった遺跡である。これは分布調査が土

た結果であることも要因のlつであろうが、 比較的新しい?Il'縄只塚時代後期以降の遺跡が表面調査で、保

認されやすいことに対し 、 沖縄貝塚n~J:代中期以rìíjのi立・跡が地中深くに包1I宣されているため確認されな

かったことも示唆される。部瀬名l有遺跡の発見例から今後の調査においても?'i'純貝塚時代中期j以前の

遺跡が新たに発見される可能性があると与え られる。� 

(2

1:詰後に、本遺跡の発持i

らびに関係機関の)J々 に感謝をlドし上げ結びとします
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部瀬名南遺跡の自然科学分析

ハリノ ・サーヴェイ株式会社

{まじめに

沖純県名護市に所在する部瀬名南遺跡、では、これまでの発偲調査により、集石遺構や萩堂式土器や大

山式土器といった造物、さらに、基本層序の最下部からは埋没休と想定される木材などが認められてい

る また、本遺跡の周辺では、部瀬名南遺跡、の北側の砂丘上で部瀬名員塚の発掘調査が実施されており、

貝の集積遺構や貝塚時代後期に比定される土器や石器、近世の陶磁器等が確認されている。

今回の分析調査{士、部瀬名南遺跡、における堆積環境や植生の変選(特にイネ科草本からみた変遷)の

推定を行うことを主目的として、珪藻分析 ・花粉分析 ・植物珪酸体分析を実施する 主た、埋没林と想

定される木材については、年代観 ・構成する樹種、および当時の水域環境と周辺植生の推定を目的とし

て、欣射性炭素年代測定 ・樹種同定 ・珪藻分析 ・花粉分析 ・櫛物珪酸体分析 ・微細遺物分析を実施する

1.遺跡周辺の地形 ・地質

部瀬名南遺跡は、部瀬名岬の南部に広がる低地の最も南側に位置し、調査区の背後は山地の急斜面が

迫っている 部瀬名岬の地形l士、目崎ほか (1978) によると、陸繋島と陸繋砂州および後背湿地からな

るとされている 陸繋島は陸と繋がった島を指し、陸繋砂州は島と陸をつなぐ砂州であり、後背湿地は

陸幣砂川|の形成によって閉鎖された潟湖が湿地化したものである すなわち、部瀬名岬は、もともと島

であったが、島の背後の波静かな範囲に沿岸流や波によって運ばれた砂時が堆積し、陸と繁がった地形

であると考えられている 半島の西側の砂州の上には浜堤が形成されており、国土庁 (1974) による地

形分類では砂丘とされている 半島の東側の海岸を形成する砂州上には、浜堤 ・砂丘などは形成されて

いない 部瀬名南遺跡の発掘調査区の位置は、上記の地形分煩図によれば、後背湿地内にあり、また部

瀬名貝塚は半島西側の砂丘上に位置している なお、部瀬名岬と同様の地形は、沖縄本島の海岸各地に

認められる 最も規模が大きいものとしては、国頭村の辺土名付近にある赤丸岬とそれを頂点とする三

角形の低地があり、これは辺土名トンボロ(トンボロとは陸繋砂川、|のこと)と呼ばれている

発掘調査区の背後に広がる山地は、頁岩や千枚岩を主とする名護層とよばれる地質により構成されて

いる(木崎編， 1985) 部瀬名岬の陸繋島部分も同様の地質である 上述の国土庁の地形分類図によれ

ば、海岸沿いの山地には砂時層を堆積した海成段丘が形成されており、調査区背後の山地にも部瀬名原

と呼ばれている開析された段丘地形が確認で‘きる ただし、この海成段丘については、詳細は不明であ

り、木庭 (1980) によれば、沖縄本島の海成段丘の標高から更新世後期の中位段丘下位面に対比されて

おり、町田 (2001)らによれば、同標高の海成段丘は最終間氷期の段丘に対比されている 

2.試料

発掘調査区の層序については、 C-13東壁地点の土層断面を対象とした C-13東壁の層序は、現地調

査を実施し、層序の観察から 1.........6層に分層した 1層は近代の撹乱屈である 2層は灰白色のシルト

質粘土で、チャートの磯が混じる 3層も 2層と同じく灰白色のシノレト質粘土で、上部では酸化鉄が顕

著に認められる また、中部には細~中磯が層状に入る 4庖は灰色の細粒~中粒砂で、下部に行くに

したがって礁が多く混じる 本層より、沖縄貝塚時代前期に相当する伊波 ・荻堂式土器が検出されてい

る 5居は褐色の中粒~粗粒砂で、粘板岩 ・千枚岩などに由来する磯が多く混じる 離は下部に多く、

局所的に濃集部が認められる 6層上部は淘汰の良い青灰色姐粒砂である 中~下部は青灰色、ンルト混 
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じり砂礁で、粘板岩の角礁が主体であ

る。 上部との境界は禅ij移的に変化し、

明瞭ではない M 
，(m) れ

層下部にかけて、� 5cm毎に連続的に試

料採取を実施し、本地点より土壌37点� 

(試料番号� 1'"'-'37) を採取した

また、C-13東壁地点より連続する東

側の断面において確認された� 4層以下

の層に認められた杭材と惣定される木

材� 1点 (試料名 :埋没休� 1)と、発掘

調査区南西隅付近の� 6層下位層準相当

層に認められた木材� 3点� (試料名:埋
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m
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(2)樹極同定

剃刀の刃を用いて木口(横断面) ・柾目(放射断面) ・板目(接線断面)の� 3断面の徒手切片を作製

し、ガム ・クロラール(抱水クロラール，アラピアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液)で封入し、

フレハラートを作製する。作製したフレハラートは、生物顕微鏡で観察 ・同定する� 

(3)珪蒋分析

試料を湿重で� 7g前後秤量し、過商変化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理 ・化学処理を施して、

珪部化石を濃集する 検鏡に適する濃度主で市釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる 乾燥後、

フリュウラックスで封入して、永久フレハラートを作製する 検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるい

は1000倍で行い、メカニカノレステージで・佳彦のiR1l線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを

対象として200個体以上同定 ・計数する(化有の少ない試料はこの限りではない) 種の同定は、原口

ほか(1998) 、Krammer (1992) 、Krammerand Lange-Bertalot (1986，1988，1991a，1991b) などを参照

する

同定結果は、淡水~汽水生種、淡水生磁の順に並べ、その中の各種類をアルファベット順に並べた一

覧表で示ナ なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分 ・水素イオン濃度� (pH) ・流水に対する

適応能についても示す また、環境指標陸についてはその内容を示す。堆積環境の解析は、汽水生種に

ついては小杉(1988) 、淡水生極については安藤� (1990) 、陸生珪藻については伊藤 ・堀 内(1991)、

汚濁耐性については、� Asaiand Watanabe (1995) の環境指標種を参考とする� 

(-l)花粉分析

試料約� 10gについて、水酸化カリウムによる泥化、箭別、重液(臭化亜鉛:比重� 2.3) よる有機物の

分離、フ ッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス(無水酢酸9:濃硫酸 1の混合液)処理による

植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理 ・化学的処理を施して花粉を濃集する 残i査をグリセリン

で封入してフレハラートを作成し、光学顕微鏡下でフレハラート全面を走査し、出現する全ての種類に

ついて同定� -計数する

結果ば同定 ・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する 図中の木本

把扮は木本花粉総数を、草本花粉 ・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた教をそれぞれ基数として、

百分率で出現率を算出し図示する� 

( 5 )組物珪酸体分析

温上立� 5g前後の試料について過酸化水素水 ・塩酸処理、超音波処理� (70W，250KHz，1分間)、沈定法、� 

A液分離法(ホリタングステン酸ナトリウム，比重� 2.5)の順に物理 ・化学処理を行い、植物珪酸体を

分離 ・浪集する 検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下 ・乾燥させる 乾燥後、フリュウ

ラッグスで封入してフレハラートを作製する� 

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その聞に出現するイネ科葉部(葉身と葉鞘)の築部短細胞に

由来した植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体(以下、

機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤 ・佐瀬(1986)の分類に基づいて同定 ・計数する 結果!士、検出され

た種類とその個数の一覧表で示す� 

(6)微細造物分析

試料薬500g秤量し、数%の水酸化ナトリウム水溶液を入れて放置し、試料を泥化させる 泥化した試

料を0.5mmの簡を通して水洗し、政-涯を集める。 技法を双眼実体顕微鏡で観察し、同定可能な植物遺体

を抽出 ・同定する� 
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4.結果� 

(1 )欣射性炭素年代測定

結果を表� 2に示す 発掘調査区内より採取された木材の測定年代値(補正年代値)� I士、杭材と想定さ

れる木材(埋没材� 1)は約1420年前、埋没材2は約2850年前、埋没材� 31t約3120年前、埋没材4は約36 

50年前の値を示す

長� 2 }l.lA.tfl:l;t，kJ {I'代 illiJ定および凶 ~nl， il定結片山

地点� .Jt.'1{な ぷぷ朴1i:f十fl字:13Je ぷ純r11i .ト� 枯i伺
'.{I測定 代� 

IW 
O 13C 
(~) 

IlHJI:{I'代� 
sP 

Codc. ¥0. 

1)1") ()t~本JI")J'O )Illi生林l -1..:.j:;f'サガリパナ� 1190土� 100 -29.3 1.120土� 100 IAA-IO 

Jll!i生林2 木材 サキシマスオウノキ� 2920ヱ60 ー29.6 2850=60 1.'¥)¥-11 
;i!持1\ ，~'t11ず lベ 
l判l川|判� 

)11¥i!.t林3

JII!E土|本l

木材 サプfリパナ� 3180:t90 -28.!i 3120ヱ90 IM-12 

木材 サキシγ スオウノキ� 3710:1:70 ー28.8 3650:t70 lt¥A-13 

j7qEu持14iゴt1164lJI4Hbl1p1ド4tl{k也� 
3' 木材 サガリパナ� 

1(ド泊1) 木村 フヨウ以オオノ、γ ボウ自i 一� 一 一
(1)il!lJi: {¥':および� HIii.X. 11 :年代{士、 19fiO{I :.を K~i.に何年lìíiであるか会ぶした (1"( 

SIG1:(0¥ 

(2 )樹極同定� 

結果を表 2に示す 発掘調査区内より採取された木材6点の樹種は、広柴樹3種類(フヨウ属オオハ

マボウ節 ・サキシマスオウノキ ・サガリパナ)に同定された 以下:こ、各種類の主な解剖学的特徴を記

す� 

-フヨウ属オオハマボウ節� (Hibiscus Sect. Azal7za) アオイ科

散孔材で、径の大きい道管が単独または放射方向に� 2"'-3個が複合して散在する 分布密度は高くな

い。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する 放射組織は異性III型、� 1"'-'3細胞幅、� 1"'-20細

胞高で、やや階層状に配列し、時に上下に連結する。� 

-サキシマスオウノキ� (He1'itie1'a1itto1'81is l)ryand) アオギリ科サキシマスオウノキ属

散孔材で、道管は単独または� 2"'-4個が放射方向に複合して散在する 道管の分布密度は低"'0道管

は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列し、内部に黒色充填物が認められることがある 放射組織は異性

田~向性、 1"'-3細胞幅、� 1"'-15細胞高で、階層状に配列する� 

-サガリパナ属� (8a1口� :l7gtoIJia 1'8C仰� 'osa (し)Spreng.) サガリパナ科サガリパナ属

散孔材で、道管は単独または� 2"'-3個が放射方向に複合して散在し、年輪界に向かつて径を漸減する

道管の分布密度は高い道管は単穿孔を有する 放射組織は異性H型、� 1"'-4細胞l幅、� 1--...100細胞高

以上 軸方向柔細胞は接線状、周囲状� 

(3 )珪藻分析

結果を表� 3に示すιC-13司王壁における試料番号4 ・9・17・24・31からは、珪藻化石は全く産出さ

れなかった 埋没材が認められた地点、およびその下位から採取された堆積物で、ある試料番号I ・4 

(下部)の� 2点からは、水域に生育ナる水生珪穣と陸上の好気的環境に生育する陸生珪藻とが産出する

水生珪穣てマ士、有機汚濁の進んだ富栄養水域や多少の塩分(塩類)を含んだ水域に生育するNitzschia 

peJ]ea、流水にも止水にも普通に生育する流水不定性の/治vicu1a幻ワ7mletrica、NitzScJl1・aclausii、川

のような流水域を最適生育域とする好流水性の此H・icu1al'iridu1a、.Y.� l'iridu1a ¥'ar.1ω� rellata、陸

生珪藻の中でも分布がほぼ陸域に限られる耐乾性の高い陸生珪藻� A群(伊藤 ・堀内，� 1991)のAゅ'1101'8 

は、河川中~下流idu1a ¥'8r. rostellata・l'j1、!y.'']rjdulelicu1al'このうち均が産出した1I8[eJ17 1110 

部や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現することから、その環境を� 

(2)I~U~~I士、f:告t制'lH'i ;f~ J'.{¥，:仰勺する{:ニ)¥I¥.
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指標する中~下流性河川指標種群 (安藤， 1990) でもある

(4)花粉分析

結果を表4・図� 2に示す 図表中で複数の種類をハイ フォンで、結んだ、ものは、種類聞の区別が困難な

ものを示す� なお、 木本花粉総数が100個体未満のものは、統計的に扱う と結果が歪曲する恐れがある� 

ので、出現した種類を� T で表示するにとどめておく� 
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号� 9からは、花粉化石はほとんど検出されなかった匂� 

埋没材3'・4 (下部)土壌では、木本花粉の産

出する割合が高い シイノキ属ーマテパシイ属 ・マ

ツ属が多産し、サガリパナ属なども検出される� 草

ーなどが多少みられるが、:1本花粉ではパラ科、マメ手

総数に対しての割合は低い� 

(5)植物珪酸体分析

結果を表5に示す� C-13東壁の試料番号4 ・

9・17・2-1.・31、および埋没材3'土壌では、植物

珪酸体は全く産出しなかった 埋没材-i (下部) 土

壊で{士、 タク亜科やウシクサ族などの機動細胞珪酸

体がわずかに検出される しかし、保存状態が悪く、

表面に多数の小孔(溶食痕) が認められる また、

海綿骨針もわずかに認められる� 

(6 )微細遺物分析

結果を表 6に示す 分析の結果、種実遺体は少な� 

く、 種類が特定できたものは4種類である その他
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-コパンモチ (Elaeocarpusjapollicus Sieb. et Zucc.) 

ホルトノキ科ホノレトノキ属

核が検出された。黒褐色、側面観は一端がやや平坦な椅円形。横断面は円形 長さ 9mrn、幅 5刷、厚

さ 6nun程度表面は浅く細し、構が縦横に走り、不規則な網目模様をなす起伏に富む。

・ エゴノキ属 ($t)守孔~.) エゴノキ科

核の破片検出された 灰黒色 側面観は楕円形，上面観は円形。長さ 1cm程度 下端に大きな「へ

そ」があり、表面に浅い構がある。核は厚く硬い。 

5. 考察 

(1 )放射性炭素年代から推定される調査区付近の地形変遷

発掘調査区背後の部瀬名原の段丘は、最終間氷期に形成された可能性がある これは、最終間氷期

(約 12万年前)に山地斜面が波により削られて平坦面が形成され、その後の海退と地盤の隆起により段

丘化したということを意味する。すなわち、約12万年前以降、段丘の高度が上がり、段丘は開析されて

小さな谷が入り、谷の一部は沢となり海へ注ぐようになる 一般的には、最終問氷期以降の海退は、約 

18000年前頃と考えられている最終氷期最盛期まで続き、それ以降は海進(し、わゆる縄文海進)に転じ

る おそらく海退時には、調査区付近には何らかの海浜地形が形成されたであろうが、その後の海進に

よりそれらの地形は失われたと考えられる。

現在見られる地形は、その過程から現在形成中のものではなく、相対的に海面が現在より高位の時期

に形成されたと考えられている(目崎ほか. 1978) 日本列島各地の調査例では、約6000年前に海進最

盛期が推定されることが多い(海津 1994)が、南西諸島においては、約3500年前に海面が最も高くな

り、その後約 1700年前までの期間は、海水準は安定していたと考えられている(木庭. 1990) したが

って、部瀬名岬の陸繋砂州、|や陸繋島の形成は、この時期に進んだと考えられる 今回の木材の欣射性炭

素年代測定により得られた年代値は、約3600年前から 1400年前までを示している。この時期は、上記の

海水準の安定期にほぼ重なっており、これは後述する埋没材の生育していた頃の環境とされる湿地が陸

繋砂州の形成に伴い、その後背に形成された湿地であったことを示唆する

その後、 1400年前以降のある時期に、海成段丘を構成する斜面表層の堆積物、あるいは沢によって海

成段丘平坦面を構成する砂磯層が比較的短期間に後背湿地に流れ込み、調査区付近の湿地が埋没 ・消滅

したと考えられる この湿地を埋積した層序が、 C-l3東壁の層序断面で確認、された砂磯居に相当する

砂時層中には、山地を構成する名識層に由来する粘板岩の角礁が多量に含まれ、またその中に段丘磯層

に由来すると考えられる円磯も認められており、その層相は上記の埋積過程を示唆している なお、こ

の砂時層が、放射性炭素年代測定で約 1400年前の年代値を示した木材(埋没林 1)を、直接埋積する状

況も現地調査にて確認している

ところで、本遺跡における発掘調査では、この砂磯居中位、約1400年前の木材を埋積した砂時暗から

荻堂式土器や大山式土器が出土している。これは、上記の地形形成過程を考慮、すると、土器を含む堆積

物(包含層か)が二次的に堆積したことは明らかであり、おそらく、周辺の海成段丘上に当該期の遺跡

が分布している可能性があり、砂時暗中から出土した土器はこれらに遺跡に由来すると考えられる ま

た、これら土器が使用された当時l士、発掘調査区のある海成段丘下には湿地が広がっていたことが推測

される。 
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( 2 )堆梢環境� 

C-13東壁地点における珪藻分析 ・植物珪酸体分析の結果、いずれの試料からもこれら化石は認めら

れなかった 試料採取地点の層相から堆積速度が速いことが想定されることから、取り込まれる化百も

少なかったものと思われる また、堆積後は地去にさらされていることから、風化作用を受けやすかっ

たと考えられる 熱帯や亜熱帯などの高温多湿の環境下においては、強し、風化作用のため造岩鉱物の大

半(t分解 し、塩基や珪酸のかなりの部分が溶脱するとされている(松井，� 1988) このことから、本地

点での無化石の要因として、 堆積過程や珪般の� j容J見作用などが考えられる!

埋没材が認められた地点の下位の堆� f貨物から産出する珪純化石の生態的な特徴に注円すると、陸生珪

穂と水生珪起が混在ナる さらに水生珪穣では、富栄養f t.環境に生育する種や流水不定性種、中~下流

性河川指標極などが検出されているn このことから、埋没材が生育していた環境として、海成段丘の形

成されている丘陵から沢が流れ込むような砂州の後背温地が恕定できる これは前述した地形形成過程

や、後述する植物化石からみた環境とも調和的である� 

(δ)周辺植生

発掘調査区南西端部付近の� 6層下位層準相当層に認められた木材の樹種同定結果からは、サキシマス

オウノキ ・サガリパナ ・ハマボウ節のδ憧頴の広葉樹が認められた 主た、花粉分析の結果からもサガ

リパナ属が検出されている これらは、い-nvL河川|や海岸の後背湿地:こ生育する極閣である この{也

に、花粉分析から認められたマツ属 ・ジャケツイバラ属 ・アカメガシワ属 ・ハイノキ属 ・サカキカズラ

属や、微細遺物検出同定から認められたプ� Jジノキ属 ・コパンモチ ・エゴ.ノキ属などは、明るく開けた場

所を好み、海岸や林紋部などに多く生育する種類で、これらは現存植生においても認められる極群であ

る(宮脇編著，� 1989) 草本類では、イネ科(タケ亜科などを含もう ・パラ科 ・キカシグサ属などが認

められていることから、遺跡内やその周囲にこれらの草木頴が生育していたと思われる

以上の結果から、本遺跡、周辺の海岸や後背湿地には、マツ属(おそらくリュウキュウγ ツ) ・ジャケ

ツイバラ属 ・アカメガシワ属 ・サキシマスオウノキ ・サガリパナ ・ハマポウ節(おそらくはオオハマボ

ウ) ・カジノキ属 ・コパンモチ ・ハイノキ属 ・エゴノキ属 ・サカキカズラ属などが生育し、遺跡内やそ

の周囲にはパラ科 ・キ力シグサ属などが生育していたと推定される

なお、サキシマスオウノキやサガリパナを主体とする湿地休については、現在では西友島のごく限ら

れた地域にしか認められない(宮脇編著，� 1989) これは、生育に適した湿潤な沖積低地が、早くから

水田耕作地として開墾されてきたことに起因すると脅えられる ただし、サキシマスオウノキについて

は、国頭村阿波の県指定天然記念物の個体、度佐次(j)γ ングロープ林の内陸部に生育している個体、名

護市字H問の個体など、海岸付近を中心に単木で点在して(宜野湾市教育委員会，� 1987)おり 、当時の

本島中北部の沖積低地には、これらを主体とする湿地休が分布していた可能性む推測される

広域な周辺植生についてみると、花粉分析からシイノキ属 ーマテパシイ属が多く認められ、微細造物

検出向定からもシイノキ属の種実遺体が検出されている シイノキ属は内陸部に安定した森林を作る種

類で、海岸なども含めて広く分布する このことから当時の内陸部には、シイ煩を主体とした照葉樹林

が広がっていたことが推測される なお、黒田 ・小津� (1996) ・黒田(1998) に上れば、シイ煩やカシ

績など照葉樹林は、沖縄本島では、完新世に人ると急激に分布を拡大したとされており、これらの照葉

樹休!上、現在でも沖縄本島中北部の内陸部を中心:こ広く分布している(宮脇編著，� 1989) 
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